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１．研究計画の概要 

本研究では循環器疾患の急性期から維持期

にかけての継続し，かつ効果的な自己管理方

法の構築をめざして，ユビキタス社会の情報

管理に基づいた自己管理支援システムを検

討する。循環器疾患患者の個別性や行動変容

の段階に応じた，急性期，回復期，維持期へ

と連携した継続介入プログラムの開発によ

り、教育効果をモニタリングできる自己管理

支援システムの構築を行いその効果につい

て検証する。 

生活習慣是正のリスク階層化を行い、患者特

性に応じての教育内容の提供と、行動変容の

過程に添った継続的な教育プログラムを作

成する。作成した教育プログラムと対象の健

康状態に即した循環器疾患の自己管理モニ

タリング情報とを、ＩＴ(information 

technology)を用いた自己管理方法として策

定し、患者・看護職双方が活用できる、循環

器疾患患者の自己管理能力を高めるための

支援システムを開発する。 

 

２．研究の進捗状況 

１）循環器疾患の急性期からの継続した患者

教育状況の調査 

わが国の循環器疾患の患者教育状況把握の

ため、循環器臨床施設 1260施設を対象に患

者教育状況調査を実施した。回答率は 416 施

設（35％）、具体的な患者教育全体の調整者

は、看護師が実施して施設が 76％を占めてい

た。患者教育プログラムは、80％の施設が有

していたが、看護師の患者教育能力に対する

教育プログラムを有する施設は８％であっ

た。患者教育の評価を実施施設は 32％であり、

入院時と退院時のみの実施が 53％をしめた。

患者教育の要の役割を看護師が担っている

が、急性期中心で行われ、継続的評価が十分

に行われていない現状にあり、継続支援・評

価充実の必要が示された。 

２）教育プログラム開発および実証実験の経

過 

上記の調査結果、および文献検討結果に基づ

き、ＩTを用いての循環器疾患患者の健康管

理システム構築し、実証実験に着手した。健

康管理システムはセキュリティ管理構築の

もと、健康管理情報、健康データ管理、健康
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教育内容の出力の３つの構成からなる。健康

管理情報では、基本情報、行動変容ステージ、

生活活動強度、食事、運動習慣、嗜好品状況、

身体項目（身長、体重、BMI、血圧、脈拍）、

ストレス評価票等を入力項目とした。健康デ

ータ管理は，日々の運動記録，健康状態，食

事内容の推移について項目を設定し、体重，

運動負荷量等の6カ月までの推移について数

値化した。データは、グラフ化しサマリーと

して取得できるように設計した。運動負荷量

のモニタリングにはセンサーディバイスと

して脈拍計、加速度付万歩計を用いたデータ

マイニング処理に基づいた。健康教育内容は

心疾患患者の疾病理解、生活の再調整、冠危

険因子の是正による内容としている。以上の

システム内容を踏まえ、倫理委員会承認のも

とに、維持期・回復期心臓リハ患者を対象と

した実証に着手している。対象者に自己管理

支援システムに基づいた患者教育を実施し、

本プログラムの短中期効果について検証中

である。 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

本研究で計画された文献検討、調査、システ

ム開発、修正は予定通り終了している。 

実証実験については、研究施設および臨床施

設ともに東日本大震災の災害地にあり、遅延

がおきているが、22年度中にシステム修正は

終了しており、大学施設および臨床施設の状

況が落ち着き次第、実証実験を遂行していく。 

計画どおり進まない場合は、東北被災地域

以外（東京等）での研究協力施設への依頼を

はかる予定である。 

 

４．今後の研究の推進方策 

本研究にて得られた成果については、循環

器系看護学会等の学術発表機会のみならず、

臨床看護者や患者を対象としたセミナー等

にて紹介し、循環器疾患患者の自己管理への

教育の質向上への寄与する機会を設定する。

さらに研究成果として作成した教育資料の

一部について循環器疾患診療施設等に配布

し啓蒙活動を行う。 

 

５. 代表的な研究成果 
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